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基本目標 

Ⅰ 
人権と多様性を尊重する意識の醸成 

基本目標Ⅰ 人権と多様性を尊重する意識の醸成 

■課題１ 固定的性別役割分担意識の解消 

男女平等参画社会の実現を阻害する要因の一つに、「男は仕事、女は家庭」といった性別によ

って役割を固定する考え方、いわゆる「固定的性別役割分担意識」があります。 

 市の調査では、固定的性別役割分担意識について「解消されていない」と回答する女性の割合

が前回調査から増えており、依然として固定的性別役割分担意識が残っていることがうかがえ

ます。また「解消されている」と回答する割合も女性で約５割、男性で約７割と、意識に男女差

もみられる状況です。 

 性別等にかかわらず一人ひとりが互いを尊重し、その個性と能力を十分に発揮できる男女平

等参画社会の実現に向けて、社会のあらゆる場や慣習等に根付いている固定的性別役割分担意

識の解消に引き続き取り組むことが重要です。 

 

施策（１）男女平等参画推進のための意識啓発と情報提供 ―――――――――――――— 

固定的性別役割分担意識の解消に向けて男女平等参画に関する情報提供を行い、市民意識の

醸成を図ります。 

 

事業 

番号 
事業 内容 担当課 

１ 情報の提供 

男女平等参画について、情報誌、市報、市ホー

ムページ、ＳＮＳ※等様々な媒体を通して、情

報提供を行います。 

協働コミュニティ課 

秘書広報課 

２ 各種講座の開催 
男女平等意識の浸透と定着を図るために各種

講座を開催します。 

協働コミュニティ課 

子ども家庭支援センター 

公民館 

３ 
資料の収集と図書の貸

し出し 

市民が男女平等参画について学び、情報を入

手できるように、資料の収集や図書の貸し出

し及び本の紹介を行います。 

協働コミュニティ課 

図書館 

４ パリテまつりの開催 

パリテまつりを開催し、市民と協働で男女平

等参画についての意識啓発や情報提供を行い

ます。 

協働コミュニティ課 

 

  

強化 
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■課題２ 家庭・学校・地域における男女平等教育・学習の推進と 

人権意識の醸成 

幼少期は身近な環境の影響を受けやすいため、家庭や学校、地域等において男女平等の視点に

配慮された環境で、性別等によらず誰もが個人として尊重され、主体的に多様な選択ができるこ

とが、男女平等参画社会の実現につながります。市の調査でも、男女平等参画を推進するために

学校教育の場で必要な対策として性別によらず能力を生かせるよう配慮した指導が求められて

います。 

そのためにも、保護者や教職員、地域等で子どもに関わる大人が男女平等や人権についてきち

んと理解していることが大切です。子どものみならず、あらゆる年齢層に対して男女平等に関する

教育・学習の機会を提供し、男女平等・人権意識の向上を図る必要があります。 

 

施策（１）男女平等・人権に関する教育・学習の実施 ―――――――――――――――— 

幼少期から男女平等の意識を育む教育・学習や、自分や他者を思いやる人権教育を実施し、子

どもが固定的性別役割分担意識を持たず、自分らしい生き方を主体的に選択できるよう取り組

みます。 

 

事業 

番号 
事業 内容 担当課 

１ 
学校等における人権教

育の実施 

学習指導要領等に基づき、授業や教育活動等

で人権尊重や男女平等などについて指導の充

実を図り、学校における人権教育を推進しま

す。 

教育指導課 

２ キャリア教育※の実施 

児童・生徒が、性別にとらわれず、個々の能力

を発揮できる進路を選択できるように、キャ

リア教育を行います。 

教育指導課 

３ 関係図書の紹介等 

保育園や児童館等において、男女平等の視点

をもった本・絵本・児童書等の紹介等を行い

ます。 

幼児教育・保育課 

児童青少年課 
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施策（２）保護者・関係者等の男女平等意識・人権尊重意識の啓発 ―――――――――— 

保護者や保育士、教職員等、子どもの育ちに関わる人に対して、男女平等や人権に関する意識

啓発と正しい理解の促進に取り組みます。 

 

事業 

番号 
事業 内容 担当課 

１ 
子育て情報誌の作成･

配布 

男性と女性が共に子育てに携わり、男女平等

の視点をもって子育てができるように、子育

てハンドブック等を作成し、配布します。 

子育て支援課 

２ 
保育士等職員を対象と

した啓発 

幼児や子どもの育成に携わる保育士や幼稚園

教諭、学童指導員等が、男女平等意識に基づ

いて、保育や教育等ができるよう、啓発を行

います。 

幼児教育・保育課 

児童青少年課 

３ 教員の研修の実施 

教員が男女平等意識に基づいて、子どもたち

を教育・指導することの効果・必要性を学び、

現場で役立てられるよう、研修を実施します。 

教育指導課 

４ 
民生委員・児童委員や

地域の団体等への啓発 

民生委員・児童委員や自治会・町内会長等の

地域のリーダーが、男女平等参画の必要性を

理解して地域活動を推進できるよう、意識の

醸成を図ります。 

協働コミュニティ課 

地域共生課 
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■課題３ 性的指向・性自認等の理解促進 

性別等にかかわらず、誰もが互いを尊重し、多様な生き方を認め合うことが大切であり、その

性的指向・性自認等によって不利益を被ることはあってはならないことです。 

 性的マイノリティに関する社会の関心は急速に高まっています。しかし、性的指向・性自認等

への理解が進んでいないことによる差別や偏見は依然として残っており、性的マイノリティの

人は様々な生活上の困難に直面しています。 

 市の調査によると、必要な当事者支援として市のサービスを利用するための環境整備、市民・

企業等への意識啓発が求められています。多様性を尊重する社会の実現に向けて、差別や偏見、

それに基づく慣行等を解消することが重要です。 

 

施策（１）多様な性に関する情報提供や意識啓発 ―――――――――――――――――— 

性的指向・性自認等に関する正しい理解の促進に向けた取組を強化し、多様な性や多様な生

き方に対する意識醸成を図ります。 

 

事業 

番号 
事業 内容 担当課 

１ 
多様な性に関する 

理解の促進 

性的マイノリティに関する講座・講演会や情

報提供等を通して、性の多様性に対する理解

の促進を図ります。 

協働コミュニティ課 

２ 

各種サービスを 

利用しやすい環境 

整備の推進 

東京都パートナーシップ宣誓制度の活用をは

じめとして、性的マイノリティの市民が市役

所のサービスを利用しやすい環境整備を推進

します。また、民間団体等への理解の促進を

図ります。 

協働コミュニティ課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

強化 

新規 

 
 

 

コラム ＬＧＢＴとＳＯＧＩ 

 

 ＬＧＢＴとは、レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセクシュア

ル（両性愛者）とトランスジェンダー（出生時にわりあてられた性別と性自認（ジェン

ダーアイデンティティ）が一致していない人）の頭文字をつないだ性的マイノリティを

表す総称のひとつです。 

また、ＳＯＧＩ（ソジ・ソギ）とは、恋愛感情や性的な関心がいずれの性別に向かう

か、または向かわないのかを示す「性的指向」と、自分の性別をどのように認識してい

るのかを示す「性自認」を意味します。ＳＯＧＩとは特定の人のみが持つものではなく、

すべての人が持っているそれぞれの性的指向や性自認を意味しています。 

市の調査では、「ＬＧＢＴ」は市民の約７割が内容まで知っていると回答しています

が「ＳＯＧＩ」は約２割に留まっており、理解促進に向けた周知啓発の強化が必要です。 
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■課題４ 誰もが共に参画できる地域活動の推進 

少子高齢化の進展する現代において、地域の中に多様な住民が対等に参画し、協力して活動

することで、活力ある地域づくりにつながります。しかし、市の調査によると、地域活動におい

て、男性優遇と感じる女性の割合が約５割を占めており、男性の約３割と比べると不平等感を

感じている人が多いことがうかがえます。 

 あらゆる人が対等な立場で地域活動に参画できるよう、地域における男女平等参画の推進に

取り組む必要があります。 

 

施策（１）多様な視点を持った地域活動の推進 ――――――――――――――――――— 

市民活動団体等の地域における活動に多様な視点が反映されるよう、市民や団体等と連携・

協働して男女平等や様々な違いを認め合うための学習機会の提供や働きかけを行います。 

 

事業 

番号 
事業 内容 担当課 

１ 
市民活動団体への学習

機会の提供 

市民活動団体が男女平等参画の視点をもって

活動できるように、パリテまつりへの参加等

を通じて、学習機会を提供します。 

協働コミュニティ課 

２ 
市民活動団体との協働

事業の実施 

男女平等参画の視点をもった市民団体と協働

して地域活動等の事業を実施します。 
協働コミュニティ課 

３ 
多文化共生事業等の実

施 

国籍、民族、文化、習慣等の異なる人々が互い

を理解しあい、対等な関係で地域において共

に暮らす多文化共生を推進します。 

文化振興課 
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■課題５ 多様な視点による防災・減災のまちづくりの推進 

近年、各地で自然災害が頻発しており、それに伴い防災分野における男女平等参画の視点に

ついて課題が指摘されています。災害等の緊急時には性別や年齢、障害の有無等によって受け

る影響は異なります。特に女性や子どもはより大きな影響を受けることが多く、避難所におけ

るおむつや生理用品の不足といった問題に加え、ＤＶや性暴力といった問題が発生しています。

避難所ではプライバシーの確保が大きな課題となっており、性別等に配慮するとともに誰もが

安全・安心に避難生活が送れるよう運営に取り組む必要があります。 

 令和５（2023）年度の西東京市の防災会議における女性委員の割合は 11.4％となっており、

多摩 26 市の中では 19 番目と低い状況です。防災分野における方針決定の場への女性登用を促

進し、男女平等の視点から防災・減災対策に取り組むことが必要です。 

 

施策（１）防災対策における女性の参画拡大 ―――――――――――――――――――— 

避難所をはじめ防災分野に男女平等の視点を活かすために、防災会議や防災市民組織等の方

針決定の場への女性登用の働きかけを行います。 

 

事業 

番号 
事業 内容 担当課 

１ 
防災会議における女性

の参画 

災害時の避難、避難施設の設置・運営、避難施

設の備品等に女性の意見が反映されるよう

に、防災会議に女性委員を増やすことに努め

ます。 

危機管理課 

２ 

防災市民組織における

女性の参画とリーダー

の育成 

防災市民組織に女性の登用を促し、女性の意

見が適正に反映されるように努め、防災市民

組織における女性のリーダーの育成に努めま

す。 

危機管理課 

 

施策（２）多様な視点を取り入れた地域防災活動の推進 ――――――――――――――— 

性別等により支援ニーズが異なることを踏まえ、避難所運営等に男女平等参画の視点を取り

入れて取組を進めます。 

 

事業 

番号 
事業 内容 担当課 

１ 
避難施設運営組織にお

ける女性の参画 

避難施設においては、妊婦や子育て家庭を含

めた女性への配慮が必要となることから、避

難施設運営組織への女性の参画を図ります。 

協働コミュニティ課 

危機管理課 

教育企画課 

２ 災害時要援護者の支援 
要介護高齢者、障害者等の避難生活の支援に

おいて、男女双方の視点を踏まえます。 
危機管理課 

３ 
多様なニーズに配慮し

た避難物資の整備 

避難生活においては、ニーズに違いがあるこ

とから、多様な視点に配慮して必要な避難物

資を整備します。 

危機管理課 

 


